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阪南市の自然共生サイトをはじめとする
ネイチャーポジティブに関する取組み
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ここ、大ࡕ・ࡕೆには、人ʑのらしの
す͙そ・程よい近さに森ཬ川海があります。

そして人ʑは、これらの๛かなܙみを
日ʑ感じながら、らしています。

それはྫえ、ݹくはʰ土ࠤ日記ʱにӵ
われているように、また、今も市のՎやߍ
Վにも、森ཬ川海がՎわれていることにみ
ることができます。そこには、はだしで行
けるがあり、おいしいڕや多様な生き物
がいます。ࡕೆの地先には๛かなアマモ場
が広がっています。

大ࡕの環境は改変され、自然がࣦわれ
てきました。ここࡕೆにある๛かさやܙみ
は、あたりまえにあるのではなく、自然と
共にӦみをいできた人ʑが様ʑな活動を
通じ、कり、育ててきたものです1）。

̍ɽ�େࡕͷҰ൪ೆͷࢢ
ʮւͱ͕ࢁग़ձ͏·ͪʯࡕೆࢢ

まず、大ࡕ府ࡕೆ市がどこにあるのかと
いうことをみなさん͝存じでしΐうか。

府のなかで一൪ೆの市になࡕೆ市は大ࡕ
ります。

人口は約５万400人で、面積36.17LN2の
小さな市です。

写真１　ʮւͱ山がग़ձ͏まͪʯࡕೆࢢ 写真 ߓړધがฒͿ༦れのړ　２
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市域の約60％が和ઘ山຺の山林で、大ࡕ
と和ઘ山຺に囲まれ、森ཬ川海がある自
然๛かな市です（ࣸਅ ）̍。東に約８LNの
海岸があり、高度成長期に大ࡕのほとん
どの沿岸都市がຒ立てによって、ਨ直護岸
となっていくなか、ࡕೆはݹくからઙ場や
自然系海岸を大切にकり、してきました。

街道沿いにはݹくからඌ࡚・ௗ取・
下の̏つのߓړがあり（ࣸਅ ù）、それ
ͧれのړ業協ಇ組合では、アカシタビラメ
やサワラ・ワタリガニ・ϋモ・アジ・タコ
などの大ࡕの๛かなڕհྨが水༲げされ
ています。また、ワカメやノリのཆ৩・加
工も盛んで、特にノリ加工会社は、大ࡕ
で̏ݢしかっておらず、و重なノリのす
べてがࡕೆ市で生産されています。

̎ɽ�ΞϚϞͷอશɾ࠶ੜ׆ಈͷ
औΈ

本市におけるアマモ・アマモ場の保全・
再 生 活 動 は、 平 成17（2005） 年 度 よ り
NPO法人により行われており、また、平
成21（2009）年Նٳみに、小学ࣇߍಐが行っ
たՆٳみの自༝ڀݚ「アマモJnௗ取～自
生アマモの観察～」が、アマモ・アマモ場
の保全・再生活動の１つのきっかけとなっ
ています。

これ以降、その小学ߍの学शプログラム
として、「大ࡕの自然を見つめる環境教

育」を進めるカリキュラムが、ړ業者や地
域の人ʑ、NPO法人・市民団体等の支援
を受けながら、行われることとなりました。

l海をकりୂzは、子どもたちが、海をक
るために、自分たちにԿができるのかʁを
みんなで考えて作ったキャラクター達です。

これらの個性的なキャラクターに加え、
カードのཪにはୂ員となって、自分のなす
べきことの約ଋを記入するようになってい
ます（ਤ̍）。

このように、ࡕೆの子どもたちは、自分
たちの住む地域が海と大きく関わっている
ことについて理解を深め、海との関わりを
通して、๛かな感性、୳ڀ৺、そして責任
感を育んでいきます。

未དྷを担う子どもたちに、海とつながる
機会を積極的に提供し、海と共に生きる৺
を育むことが大切と考えています。

̏ɽւ༸ڭҭ

でも最大規ࡕೆ市の海岸には、大ࡕ
のアマモ場があります。

平成30（2018）年11月には、大にもແ
名の小さな市が、「全国アマモサミット」に
手を上げさせていただき、「全国アマモサミッ
ト2018Jnࡕೆ」が開催されました（ࣸਅ ú）。

全国から海༸ڀݚにܞわるڀݚ者や大学
教授、水産関係者、NPO、活動に取り組
んでいる高ߍ生、小中学生が集まり、地元

写真 ３　શࠃΞマϞαϛοτ����JOࡕೆਤ１　lւをकりୂzΧーυ
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、業者や市民と一ॹに、̏日間に渡ってړ
環境問題や海の再生について、地域にࠜ͟
したい議論が交わされました。

この全国アマモサミットの開催をܖ機と
し、高まった地域の自然環境の保全意識を
継続し、さらに発展させていくためには、
学ߍが中৺となり、本市の海などの自然環
境をいかした学शに取り組むことが必要と
考え、日本ࡒ団・川平和ࡒ団が主催する

「海༸教育パイオニアスクール・プログラ
ム」地域展開部門に応ืし、市教育委員会
が中৺となり、海༸教育を実施することと
なりました。

海༸教育を行っていくうえで市教育委員
会として目指すことは、子どもたちが未དྷ
に向かって「確かな学力」と「生きる力」
を育成することです。

子どもたちは、６年間を通じて、海に関
した学びを深めていきます（ࣸਅ û）。

学ߍの取組みの一ྫをڍげますと、１、
２年生では、֪रいや、֪での作品作
りを通じて「海にしむ」体ݧをします。

̏、４年生では、生き物観察等を通じて
「海を知る」体ݧをします。

５年生では、「海を利用する」をテーマに、
地域での体ݧを通じて、自分たちのまわり
にある自然環境や生き物の果たす役ׂなど
を学शします。

そして、６年生では「海をकる」をテー
マに、l৯物連のなかでىこるマイクロ
プラスチックによる海༸生ଶ系への影響z
やl海の役ׂzなどを学び、海をकることの
重要性を学शしていきます。

海はޒ感すべてで触れることで、子ども
たちに深い学びを༩えてくれます（ࣸਅ ü）。

海は༡び場であると同時に、命の源であ
り、ࢲたちの生活を支えてくれる存ࡏであ
ること。ைのຬち引きやの力、海の生物
の生ଶ系など、海と触れ合うことで、子ど
もたちは自然のしくみや大切さを学Ϳこと
ができます。

また、近年深ࠁ化している海༸汚染や地
球温暖化などの問題についても、海を通し
て考えるきっかけを༩えてくれます。子ど
もたちは海と関わることで、自然環境をक
る重要性を自分事としてଊえ、持続可能な
社会について考えるようになります。

このような本市における海༸教育の取組
みは、当ॳ̏小学ߍからのスタートでした
が、ঃʑに取組みが広がり、令和５（2023）
年度からは、本市の全小学ߍ８ߍ、全学年
にて海༸教育に取り組んでいます。

令和̏（2021）年度には、海༸教育パイ
オニアスクール・プログラムを活用し、先
生方が中৺となり、ࡕೆ市ಠ自の海༸教育
副ಡ本h はんなんのうみ をɦ作成しました。

また、これまでࡕೆ市が推進してきた小
学ߍにおける「海༸教育」を中学生以降の

写真 4　ւͰֶͿখֶ生

写真 5　ΞマϞͱの;れ͋い
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ए年にもその機会を設けることで、社会
教育として「海༸教育」を地域にࠜ付かせ
ることを目的として「はんなん海の学ߍ」
が、創設されました。

令和５（2023）年̏月に７名の第１期生を
迎え、市のイベント内で入ࣜߍを行い、現ࡏ
11名が海の学びを続けています（ࣸਅ ý）。

主な活動内容は、学श会、見学会、体ݧ
活動、市内各行事への参加、自主活動の企
画運Ӧとなっています。2025年に開催され
る大ࡕ・関万തには、生ెの（意識や行
動の変容も含めて）成果発表の場として参
加をめ͟しています。

̐ɽ࿈ܞɾࢀըɾڠಇ

๛かな海を再生するためには、関係者間
の連ܞ・協ಇが不可ܽです。官民一体となっ

て、様ʑな取組みを進めていくことが重要
です。本市では、๛かな海の再生に向け、
様ʑなステークホルダーと連ܞ・参画・協
ಇを行っています。

平成30（2018）年６月に、森ཬ川海の環
境保全を目的として、ࡕೆ市と一ൠࡒ団法
人セブン・イレブン記念ࡒ団にて「ࡕೆセ
ブンの海の森協定」をక結し、このࡕೆの
海を「セブンの海の森」第１号に認ূして
いただき、市民やړ業者のօさんと一ॹに
海岸ਗ਼活動やアマモの再生に取り組んで
います（ࣸਅ þ）。

これまで13回の活動を通じセブン�イレブ
ン加盟ళの方をはじめ、市民団体、企業、
学生など総計1,000名以上の方に参加いただ
いています。また、ࡢ年12月の第11回活動よ
り、本市と連ܞ協定をక結している伊୮市よ
り伊୮市民にも参加をいただいています。

また、そのଞにも前述の伊୮市、関エ
アポート（ג）、東京海上日動火災（ג）等、
様ʑなステークホルダーと連ܞ・参画・協
ಇを行っています（ࣸਅ ÿ）。

海の保全活動は、未དྷの世代のために、
かけがえのない海をकることへの貢献で
す。活動に参加することで、社会貢献を実
感することができます。また、子どもたち
は、自分が取り組んだ活動が、海をकるこ
とにつながっているというتびを感じるこ
とができます。写真 ý　ʮΜͳΜւのֶߍʯೖࣜߍ

写真 þ　ΞマϞの࠶生ɾւ؛ਗ਼׆ಈ
写真 ÿ　�େࡕのւのʢʣอશɾ

生ϓϩδΣΫτ࠶
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̑ɽ࣮ϑΟʔϧυɾ࣮ূ࣮ݧ

近年、大ࡕ口部に位置し自然系海岸、
場を有し、ړ業・水産業が行われている
ࡕೆの海をフィールドとして、๛かな大ࡕ
の創造に向けた実ূ実ݧが行われつつあ
ります。

BERG（ジャパンブルーエコノミー推進
会）ӫཆԘ供給プロジェクトにおいてڀݚ
は、ブルーカーボン・下水道の྆面からの
科学的知見によるӫཆԘ共有理技術の確
立、きれいな海を๛かな海とする技術的方
法論が具体化・実用化されることに期を
しています。

また、本年度より、環境省戦略的ڀݚ開
発課題（S�23）として、沿岸環境・生ଶ系
の౷合的理のためのデジタルπインプ
ラットフΥームの構築が、ࡕೆセブンの海
の森・大ࡕ・ຏಿをメインフィールド
として、進められることとなりました。

あわせて、本年１月、大ࡕ沿岸をブルー
カーボン生ଶ系の回࿓でつな͙「大ࡕ̢
̤̗Ａリンク構」の実現を目指し、大ࡕ
府及びฌݿ県において「大ࡕブルーカー
ボン生ଶ系アライアンス（̢̤̗Ａ）」が
設立され、本市も沿岸域自治体として参画
をしています。

このように各地で進むブルーカーボンの
実ূ実ݧでは、海の২やマングローブ
林の再生、海চの修෮など、様ʑな手法
が試されています。これらの活動は、CO2

ऩ量の増加だけでなく、生物多様性にຬٵ
ちᷓれた๛かなړ場をकり、観光٬の༠க
など、様ʑな循環を生み出すことが期
されています。

̒ɽ��CZ��ˍ̟ϒϧʔΫϨδοτ

令和４（2022）年12月に採択された「ࠛ
明・モントリオール生物多様性組」にお
いて、2030年までにネイチャーポジティブ

へ向けた緊ٸ行動が合意され、域及び海
域でそれͧれ30％以上（30CZ30）の区域
で生ଶ系の保全を行うため、民間の取組み
等によって生物多様性の保全に貢献してい
る区域を「自然共生サイト」として国より
認定されることとなりました、ࢲたちࡕೆ
の海が、自然共生サイトとして環境省より
認定を受けました（ࣸਅ Ā）。

令和５（2023）年に認定された自然共生
サイト184ϱॴのうち海域での認定は、４ϱ
ॴのみであり、沿岸域の自然系海岸（場）
としては、全国で།一認定された先ۦ的な
事ྫとなります。

このような、子どもたちを中৺とした本
市のブルーカーボンのオフセットにつきま
しては、令和５（2023）年度より「ジャパ
ンブルーエコノミー技術ڀݚ組合（+BE）」
の+ブルークレジット制度にて認ূをいた
だいています（ࣸਅ10）。

令和５（2023）年度第１回公ืプロジェ
クトにより、3.4ｔ�CO2のクレジットを公
ืし、̏団体、総口数12口のߪ入をいただ
きました。ここでಘられた資金については、
子どもたちによる継続的な活動を推進して
いくため活用するとともに、ߪ入企業（団
体）の参画・参加による活動の活性化にも
期しているとこΖです。

このような、ブルーカーボンの取組みを
クレジット化することは、子どもたちの活
動を୯なるボランティア活動ではなく、環

写真 Ā　環境লʮࣗવڞ生αΠτʯೝఆূ
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境保全に貢献する重要な取組みとして位置
づけることができるものと考えています。
認ূされた活動は、子どもたちの自信と達
成感につながるだけでなく、環境問題への
関৺を高め、কདྷの環境保護活動への意ཉ
を高める効果も期できるものと考えてい
ます。

̓ɽੈ࣍にͭͳ͙

本市のブルーカーボンへの取組みは、ま
だまだ小さい取組みではありますが、今後
も地元ړ業者やNPO、市民のօさん、子
どもたちとともに、ࡕೆの๛かな海をकり、
次世代型ړ業やړ৯文化、海༸観光、水産
業の推進に取り組み、発展させていくこと
ができれと考えています。

また、本市のཬ山ཬ海をフィールドに、
官民連ܞの推進、アマモ場の保全・再生の
取組みを通じて多くの方に環境への気づ
き、環境に༏しいらし方の学शを体ݧし
てもらいたいと思います。そのような学श
や体ݧをきっかけに、多くの人が、小さな
一า・行動のきっかけを促すことができれ
、より効果的な脱炭素社会の実現につな
がっていくものと信じています。

にޙ࠷

ೆ市におけるアマモ場の保全・再生はࡕ
こどもたちが主人公です。

大人はこどもたちをそれͧれの立場から
サポートします。

人と人とのつながりが、こどもを育て、
地域を育てます。

こどもが地域を愛することで、大人が気
づき、地域を育てます。

こどもたちが大人を巻き込み、それが地
域へ拡がっていきます。

こどもたちは、未དྷの大人です。
今のこどもたちが大人になるときまで、

継続できるようにʜ
継続できれ、今のこどもたちが、自分

のこどもたちにえていきます。

そして、そんな子どもたちの活動を、引
き続き地域全体で支えていきたいと考えて
います（ࣸਅ11）。

参ߟจݙ
１） 全国アマモサミット2018Jnࡕೆ 開催報告書

P.２l大会એ言zよりɿ全国アマモサミット
2018Jnࡕೆ実行委員会　平成30年12月発行

写真��　+ϒルーΫϨδοτൃূߦॻ
写真��　ΞマϞのอશɾ࠶生を͑ࢧる子Ͳたͪ
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